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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

① 当期の経営成績

 当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の金融政策や経済政策から株価回復が持続し、緩やかな景気回復基調

にあるものの、消費税増税の影響により消費マインドは低調に推移しており、先行きは不透明な状況が続いておりま

す。 

 外食業界におきましては、原材料価格の高騰に加え、人材不足やそれに伴うアルバイト時給の上昇など、人件費の

増加傾向が続いており、引き続き厳しい経営環境となっております。 

 このような環境のもと、当社グループでは、中長期計画の達成を目指して新規出店に注力し、事業規模の拡大に取

り組みました。これらにより、17店舗を新規出店、７店舗を新規取得するとともに、６店舗をリニューアルオープン

し、平成27年２月末日現在の業態数及び店舗数は、57業態130店舗（国内129店舗、海外１店舗）となりました。 

 以上の結果、当連結会計年度の売上高は13,665百万円（前年同期比19.7%増）、営業利益は67百万円（前年同期は

営業損失63百万円）、経常利益は99百万円（前年同期は経常損失31百万円）、当期純利益は28百万円（前年同期は当

期純損失139百万円）となりました。 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 ａ．飲食事業 

  新規出店に注力するとともに、運営会社の株式取得や譲受により７店舗を新規取得いたしました。 

  新規出店におきましては、平成26年３月に、「舌一（タンピン）」（愛知県豊田市）及び「88 huithuit（ユイ

ットユイット）ららぽーとTOKYO-BAY」（千葉県船橋市）、４月に、「猿Cafe（サルカフェ）愛知学院大学名城公

園キャンパス店」（名古屋市北区）、「88 huithuit 名駅店」（名古屋市中村区）、「The Oyster Bar Kobe（ザ

オイスターバーコウベ）」（神戸市中央区）及び「The Oyster Bar Shizuoka（ザオイスターバーシズオカ）」

（静岡市葵区）、５月に、初のビアガーデン運営となる「静岡パルシェビアガーデン」（静岡市葵区）の出店に加

え、「爽鶏屋（そうどりや）名駅三丁目」（名古屋市中村区）、「猿Cafe町田マルイ店」（東京都町田市）、「二

六丸（ニロクマル）名駅店」（名古屋市中村区）、７月には、１年間期間限定の物産展型居酒屋「鹿児島うまかも

ん市場」（名古屋市中村区）、９月には、テイクアウト惣菜店「九州うまかもん屋」（岐阜県各務原市）及び新業

態「MARCADO（マルカド）」（神奈川県川崎市）、12月には、「芋蔵イオンモール岡山店」及び「88 huithuit イ

オンモール岡山店」（岡山市北区）、「The Oyster House Koshigaya（ザオイスターハウスコシガヤ）」及び「88 

huithuit イオンレイクタウン」（埼玉県越谷市）をオープンいたしました。 

 既存店におきましては、「ガチ韓Lucent（ガチカンルーセント）」（名古屋市西区）を「伊助（イスケ）」、

「88 huithuit 泥江町店」（名古屋市中村区）を「tantan（タンタン）」、「庵GURA（アグラ）金山店」（名古屋

市熱田区）を「爽鶏屋金山店」、「88 huithuit栄広小路店」（名古屋市中区）を「The Oyster Bar Nagoya（ザオ

イスターバーナゴヤ）」としてリニューアルオープンするなど、６店舗を改装いたしました。また、「ほっこり日

本橋店」（東京都中央区）を賃貸借契約期間の満了に伴い閉店いたしました。 

  その結果、飲食事業における売上高は12,206百万円（前年同期比21.0%増）、営業利益は524百万円（同66.1%

増）となりました。 

 ｂ．ブライダル事業 

 「LUCENT Mariage Tower（ルーセントマリアージュタワー）」が堅調に推移いたしました。また、「LA 

ETERNITA（ラ・エテルニータ）」について、下半期以降の挙式獲得に向け、平成26年８月下旬から９月上旬にかけ

て改装に着手いたしました。その結果、ブライダル事業における売上高は973百万円（前年同期比1.2%増）、営業

利益は69百万円（同12.6%増）となりました。 

 ｃ．不動産事業 

  テナントビル「ダイヤモンドウェイ」や「G-SEVENS（ジーセブン）刈谷」などの賃貸収入に加え、グループ会社

間の賃貸収入が堅調に推移いたしました。また、平成26年11月に、独立支援の一環として、全フロアを当社グルー

プから独立した社員が運営する飲食店ビル「ジェイチル名駅」（名古屋市中村区）を開設いたしました。その結

果、不動産事業における売上高は1,732百万円（前年同期比9.8%増）、営業利益は160百万円（同28.7%増）となり

ました。 

 ｄ．その他の事業 

  広告代理業及び卸売業等のその他の事業における売上高は877百万円（前年同期比9.0%増）、営業利益は58百万

円（同3.9%減）となりました。 
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② 次期の見通し 

 次期におきましては、原材料価格や人件費が上昇傾向にある中で、不透明な経営環境が続くものと見込まれます

が、当社グループでは、当期に店舗数が大幅に増加いたしましたので、次期は新規出店よりも既存店の収益化に注

力する方針であります。また、当期増加した新規店舗が通期稼働することで、業績への寄与が期待できるものと考

えております。これらの結果、平成28年２月期の連結業績予想につきましては、売上高14,100百万円（前年同期比

3.2%増）、営業利益150百万円（同121.9%増）、経常利益139百万円（同39.5%増）、当期純利益49百万円（同69.7%

増）を見込んでおります。

 

 ※ 上記の見通しは、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、多分に不確定な要

素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化などの様々な要因により上記見通しと異なる可能性がありま

す。

(2）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

 当連結会計年度末における総資産は8,659百万円（前連結会計年度末比953百万円増加）となり、負債は6,633百

万円（同957百万円増加）、純資産は2,026百万円（同３百万円減少）となりました。

 流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べ228百万円増加し1,550百万円となりました。これは、現金及

び預金が41百万円、売掛金が113百万円、それぞれ増加したことなどが主な要因であります。

 固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ727百万円増加し7,103百万円となりました。これは、新規出

店やリニューアル、独立支援ビル等の設備投資によって、有形固定資産が497百万円、差入保証金が190百万円、そ

れぞれ増加したことなどが主な要因であります。

 繰延資産につきましては、株式交付費の減少を主因に、前連結会計年度末に比べ３百万円減少し５百万円となり

ました。

 流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べ748百万円増加し2,882百万円となりました。これは、買掛金

が316百万円、１年内返済予定の長期借入金が144百万円、未払金が183百万円、それぞれ増加したことなどが主な

要因であります。

 固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ208百万円増加し3,750百万円となりました。これは、長期借

入金が174百万円、リース債務が42百万円、それぞれ増加したことなどが主な要因であります。

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ３百万円減少し2,026百万円となりました。これは、利益剰余

金が12百万円増加し、為替換算調整勘定が20百万円減少したことなどが主な要因であります。

② キャッシュ・フローの状況

 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシュ・フロー

が1,247百万円（前年同期比76.7%増）の資金増、投資活動によるキャッシュ・フローが1,209百万円（同8.6%増）

の資金減、財務活動によるキャッシュ・フローが63百万円（同90.7%減）の資金増となりました。その結果、当連

結会計年度末の資金残高は749百万円となり、前連結会計年度末の648百万円に比べ101百万円増加しております。

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は1,247百万円（前年同期比76.7%増）となりました。これは主に、税金等調整前当

期純利益を97百万円、非資金項目である減価償却費を834百万円計上し、仕入債務の増加額が299百万円、利息の支

払額が68百万円、法人税等の支払額が78百万円あったことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は1,209百万円（前年同期比8.6%増）となりました。これは主に、新規出店等の設

備投資に伴う有形固定資産の取得による支出が1,274百万円、差入保証金の差入による支出が131百万円あったこと

などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果得られた資金は63百万円（前年同期比90.7%減）となりました。これは主に、長期借入れによる

収入が1,185百万円、長期借入金の返済による支出が998百万円、リース債務の返済による支出が63百万円あったこ

となどによるものであります。
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成23年２月期 平成24年２月期 平成25年２月期 平成26年２月期 平成27年２月期

自己資本比率(％) 20.6 24.4 23.4 26.3 23.4

時価ベースの自己資本比率(％) 27.1 32.9 39.0 54.0 65.0

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率(年)
8.3 4.2 7.7 6.0 3.6

インタレスト・カバレッジ・

レシオ(倍)
7.1 13.5 8.4 10.7 18.2

（注）各指標の算出は以下の算式を使用しております。

自己資本比率＝自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率＝株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率＝有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ＝キャッシュ・フロー／利払い

※ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

※ 株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

※ キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用

しております。

※ 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象と

しております。また、利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しておりま

す。

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要な課題の一つとして位置付けております。新規出店や人材育成、管

理体制強化などの今後の成長投資に充当するための内部留保を確保しつつ、業績及び財務状況等を勘案して継続的な

配当に努めてまいります。

 当期の配当につきましては、１株当たり１円50銭を期末配当金とさせていただく予定であります。また、次期の年

間配当金につきましては、１株当たり３円（中間配当金１円50銭、期末配当金１円50銭）を予定しております。
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(4）事業等のリスク

 以下において、当社グループの事業展開上のリスク要因となる可能性があると考えられる主な事項を記載しており

ます。また、必ずしも事業上のリスクに該当しない事項についても、投資判断あるいは当社グループの事業活動を理

解する上で重要と考えられる事項については、投資家に対する積極的な情報開示の観点から記載しております。当社

グループは、これらのリスク発生の可能性を認識した上で発生の予防及び発生した場合の迅速な対応に努める方針で

ありますが、当社株式に関する投資判断は、本項記載事項及び本項以外の記載内容も併せて慎重に検討した上で行わ

れる必要があると考えております。また、以下の記載は、当社株式への投資に関する全てのリスクを網羅するもので

はございませんのでご留意ください。なお、本文中における将来に関する事項は、本資料提出日現在において当社グ

ループが判断したものであります。

 

① 外食業界の動向について

 当社グループの主たる事業が属している外食業界は、景気低迷が続いたことによる消費不況、調理済食材や惣菜

等を持ち帰って食する中食市場の成長等の影響により、成熟市場となっており、外食事業者の既存店売上高は減少

傾向にあります。

 当社グループといたしましては、永く愛される魅力的な店づくりとともに、サービスの質の向上、メニュー変

更、内外装のリニューアル及び業態変更等を実施することにより、既存店売上高の維持と拡大を図っております

が、当社グループが出店している商業施設、駅前、商業集積地等の立地において商流の変化及び周辺の商業施設と

の競合等が生じることで、その集客力が低下した場合、既存店舗の売上高が減少し当社グループの業績等に影響を

及ぼす可能性があります。

② 事業展開について

ａ．出店政策について

 当社グループの基本的な出店方針は、ドミナントを形成しながら出店地域を徐々に拡大していく方式であり、

居酒屋については繁華街やビジネス街等の中心地への出店、レストラン等の食事をメインとした店舗については

ショッピングセンター等の商業施設への出店を基本としております。現在の展開エリアにつきましては、主に東

海地区（愛知県、静岡県）及び関東地区（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）を中心として、関西地区（大阪

府、京都府、兵庫県）、岡山市及び仙台市に店舗展開しております。

 当社グループでは、出店候補地の立地特性、賃貸条件、売上予測、投資採算性等を慎重に検討し、出店地を決

定しております。そのため、当該展開エリアにおいて、計画した出店数に見合った出店地を十分に確保できない

可能性があり、その場合には、当社グループの業績見通し及び事業展開に影響を及ぼす可能性があります。

ｂ．業態開発について

 当社グループは、立地特性やお客様のニーズ、地域のニーズに応じて業態を開発し、または既存業態をアレン

ジし、多業態による店舗展開を行うことで事業の拡大を図っております。今後も引き続き新規業態の開発を進め

る予定でありますが、市場ニーズ及び消費者嗜好の変化等により、お客様に受け入れられる業態を開発できなか

った場合には、当社グループの業績見通し及び事業展開に影響を及ぼす可能性があります。

ｃ．出退店時に発生する費用及び損失について

 当社グループでは、新規出店時や業態変更時に什器備品等の消耗品や販売促進に伴う費用が一時的に発生する

ため、大量の新規出店・業態変更や期末に近い時点での新規出店は、利益を押し下げる要因となります。また、

収益性の向上を図るため、業績の改善が見込めない店舗については閉鎖しております。店舗閉鎖時には、キャッ

シュ・フロー及び業績への影響を総合的に勘案し、撤退時期の選定や内装設備等の売却等により費用及び損失を

最小限に抑えられるよう努めておりますが、固定資産除却損、賃貸借契約やリース契約の解約に伴う違約金等が

発生する可能性があります。

 したがって、大量の新規出店、業態変更や退店を行った場合、あるいは出店時における内装工事の遅れや入居

する商業施設等の完成時期のずれ込み等が発生し新規出店が期末に近い時点に偏った場合には、当社グループの

業績等に影響を及ぼす可能性があります。

③ 食材の安全性及び安定供給について

 近年、食品の偽装表示や不正表示に関する問題や輸入加工食品に関する問題など、様々な問題が生じたことによ

り、食の安全性に対する関心が以前にも増して高まっております。

 当社グループにおきましては、多業態を展開しているため特定の食材に依存している事実はなく、引き続き食材

の安全かつ安定的な確保に積極的に取り組む方針でありますが、天候不順による農作物の不作や政府によるセーフ

ガード（緊急輸入制限措置）の発動など需給関係の変動に伴う市況変動や、食材の安全性に関わる不安等による消

費者の外食離れが生じた場合には、当社グループの業績等に影響を及ぼす可能性があります。
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④ 食品衛生法について

 当社グループが経営する店舗は、食品衛生法の規定に基づき、所管保健所より飲食店営業の営業許可を取得して

おります。当社グループでは、店舗内の食品衛生管理マニュアルに基づき日常の衛生管理の徹底を図るとともに、

必要に応じて内部監査により衛生管理状況を確認し、食品の安全衛生の維持に努めております。また、食品衛生委

員会を設置し定期的な社内講習を実施することで社内での啓蒙活動を進め、衛生管理に対する意識の向上と周知徹

底に努めております。これらの実施により当社グループでは、設立以来、食品衛生法に基づく行政処分を受けた事

例はございませんが、当社グループの実施する衛生管理諸施策にもかかわらず、食中毒事故等を起こした場合に

は、食品等の廃棄処分、営業許可の取消し、営業の禁止、若しくは一定期間の営業停止処分、被害者からの損害賠

償請求、当社グループの信用力低下等により、当社グループの業績等に影響を及ぼす可能性があります。

⑤ 金利変動の影響について

 当社グループは、出店時等における設備投資資金を主として金融機関からの借入により調達しており、平成27年

２月末日現在における総資産に占める有利子負債の割合は52.5％（有利子負債残高4,542百万円／総資産額8,659百

万円）となっております。今後の出店等に伴う資金調達について、引き続き経済情勢や金利動向、財務バランスを

総合的に勘案し、有利子負債の適正水準の維持に努めながら事業展開を行う予定でございますが、有利子負債への

依存度が高い状態で金利が上昇した場合、当社グループの業績等に影響を及ぼす可能性があります。

⑥ 差入保証金について

 当社グループは、賃借により出店等を行うことを基本方針としており、平成27年２月末日現在、当社所有ビル内

の４店舗を除いたすべての直営店舗が賃借物件となっております。物件の賃借においては、賃貸人に対し、差入保

証金等を預け入れる場合があります。差入保証金の残高は平成26年２月末日現在1,147百万円、平成27年２月末日

現在1,337百万円となっており、総資産に占める割合は、各々14.9%、15.4%となっております。

 今後の賃貸人の経営状況によっては、当該店舗における営業の継続に支障が生じたり、退店時に差入保証金等の

全部または一部が返還されない可能性があります。また、当社グループ側の都合によって不採算店舗の契約を中途

解約する場合等には、締結している賃貸借契約の内容によって、差入保証金等の全部または一部が返還されない場

合があり、当社グループの業績等に影響を及ぼす可能性があります。

⑦ 代表者への依存について

 当社の代表取締役である新田二郎は、創業以来、経営方針の策定や経営戦略の決定、業態開発及び立地開発等、

当社グループの業務執行において重要な役割を果たしてまいりました。

 当社グループでは、組織体制の充実や職務分掌及び職務権限規程に基づく権限の委譲など、同氏に過度に依存し

ない組織体制への移行を進めており、人材の育成、充実が進むにつれ同氏への依存度は相対的に低下するものと考

えておりますが、そうした経営体制への移行の過程において、何らかの理由により同氏の業務執行が困難となった

場合には、当社グループの業績及び事業展開に影響を及ぼす可能性があります。

⑧ 商標等について

 当社グループの各店舗等において使用する名称については、その使用に先立ち、外部の専門家を通じて第三者の

商標権等を侵害しないかについて確認し、侵害のおそれのある名称は使用を避け、かつ、可能な限り当社グループ

において商標登録を取得する等により、これら商標の使用権の確保及び第三者の権利侵害の回避に努めておりま

す。しかしながら、当社グループの各店舗の名称又は業態等が第三者のものと類似する等の理由により、第三者か

ら当社グループの商標登録の無効審判、損害賠償、商標使用差止、営業差止等を請求され、仮にこれらの請求が認

められる場合には当社グループの業績等に影響を及ぼす可能性があります。
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２．企業集団の状況

当社グループは、当社（㈱ジェイグループホールディングス）及び連結子会社（㈱ジェイプロジェクト、㈱ジェイブ

ライダル、㈱ジェイメディックス、㈱ジェイトレード、㈱ディアジェイ、㈱ジェイキャスト、㈱ジェイエイト、㈱

SARU、㈱ジェイグループインターナショナル、サンクスマインド㈱、NEW FIELD HONOLULU,INC.）の計12社及び持分法

適用関連会社（㈱ローズネット販売、㈱志摩ローズファーム）の２社から構成されており、居酒屋、レストランなどの

飲食事業を中心に、結婚式の企画運営を行うブライダル事業、不動産の賃貸及び管理業務等を行う不動産事業、広告代

理業や食品等の卸売業等のその他の事業を行っております。

当社グループの事業内容及び当社と関係会社の当該事業に係る位置付けは次のとおりであります。

事業の種類別セグメント 主要な会社 事業の内容

 飲食事業

㈱ジェイプロジェクト

㈱ デ ィ ア ジ ェ イ

㈱ ジ ェ イ エ イ ト

㈱ Ｓ Ａ Ｒ Ｕ

サンクスマインド㈱

NEW FIELD HONOLULU,INC.

「芋蔵」、「ほっこり」、「てしごと家」、「88 huit 

huit」等、居酒屋、レストラン、カフェ等の飲食店運営、

「猿Cafe」等のFC展開

 ブライダル事業 ㈱ジェイブライダル 挙式、披露宴等のウェディングサービスの提供

 不動産事業
当 社

㈱ジェイメディックス
テナント、社員寮等の不動産賃貸及び管理業務等

 その他の事業

㈱ジェイメディックス

㈱ ジ ェ イ ト レ ー ド

㈱ ジ ェ イ キ ャ ス ト

㈱ ジ ェ イ グ ル ー プ

インターナショナル

広告代理業、食品等の卸売業、有料職業紹介事業、その他
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［事業系統図］

 以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

 当社グループでは「たくさんの“ありがとう”を集めよう」を創業精神とし、「幸福創造販売企業」を目指し店づ

くりを行っております。幸福創造とは、食を通じての、①お客様、②社会、③社員に対する幸福の創造であり、飲食

業はサービス業であるとの信念のもと、お客様への幸せな空間の提供、社会への幸福の提供、社員への成長機会の提

供を実現することであると考えております。

 当社グループの経営方針は以下に集約されます。

ａ．創業精神

 たくさんの“ありがとう”を集めよう

ｂ．経営の基本理念

１．お客様に対する幸福の創造

２．社会に対する幸福の創造

３．社員に対する幸福の創造

ｃ．事業目的

 食文化を通じて人づくりと社会貢献を果たし、地域活性化に寄与する。

(2）目標とする経営指標

 当社グループは成長性を確保しながら、経営の効率性を高め、企業価値の増大を図るため、売上高成長率及び売上

高経常利益率を重視し、企業経営に取り組んでまいります。引き続き新規出店及び新業態の開発に注力するととも

に、ブライダル事業の成長、新規事業の育成を図り、平成30年２月期において連結売上高200億円、売上高経常利益

率7.5%を目標としてまいります。

(3）中長期的な会社の経営戦略

 当社グループは食文化を通したサービス業としての総合企業を目指し、「食」を核として当社独自の地位を築くこ

とで企業価値を高め、社会貢献を果たしていく所存です。事業別の経営戦略及び展開方針は次のとおりであります。

① 飲食事業

ａ．出店戦略

 次の３点を基本方針としております。

・立地特性、周辺環境、想定される顧客層等に応じて、最適な業態を開発し店舗展開を図る。

・特定地域への集中出店によりエリア展開を図る。

・居酒屋は繁華街やビジネス街等の中心市街地に、レストランはショッピングセンター等の商業施設へのテ

ナント出店を基本として展開を図る。

ｂ．業態開発戦略

 市場の成熟化に伴う消費者ニーズの多様化によって、他の産業でも見られた少品種大量生産から、多品種少量

生産への産業構造の転換（パラダイムシフト）が外食産業でも進行している状況を踏まえ、均一なニーズに対応

した従来型のチェーン展開ではなく、個々の立地特性に応じた業態の開発に引き続き努めてまいります。また、

多彩なブランドの開発とともに、お客様の利用価値を最大限に高められるよう、また永く愛されるよう、丁寧な

店作りに注力してまいります。

ｃ．財務戦略

 キャッシュ・フローのバランスを考慮した経営を行ってまいります。健全な財務バランスを維持しながら、安

定的な成長を目指します。

ｄ．人財戦略

 当社グループは、かねてより仲間の力を信じ「人間力」による成長を志向してまいりました。また、企業に

は、社員に成長の場を与え、すばらしい人財を育て、輩出していく責務があると考えております。そうした認識

の下、今後とも引き続き人を育てる土壌づくりに努めてまいります。具体的には、設立当初から続けております

新卒採用を今後とも積極的に実施し、継続的な人財教育を進めます。また、出店数の増加への対応や内部管理体

制の充実を図るため、キャリアのある中途社員の採用を継続的に行ってまいります。

② ブライダル事業

 名古屋エリアを中心として展開し、プランナーの育成及び人数の確保とサービスの充実を優先事項といたしま

す。また、当社グループの飲食事業の強みを活かすことが可能な物件の確保によって、事業所展開の判断を行いま

す。急速な事業所数の拡大ではなく、質の充実とともに事業拡大を図る方針であります。
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③ 不動産事業

 当社グループの中核事業である飲食事業に付随したプロジェクト出店を推進していく方針であります。プロジェ

クト出店とは、ビルや商業施設等へ開発段階から積極的に提案等を行い、飲食フロアの一括プロデュースやビルの

再開発を通じて付加価値を高め、より良い条件での出店を可能とする出店モデルであります。プロジェクト出店の

推進により、飲食事業における投資コストの抑制や賃料等のランニングコストの低減を図るとともに、賃貸収入等

の収益を確保し、当社グループ全体での収益性向上を目指してまいります。また、独立支援ビルの開発など、飲食

事業とのシナジーを活かした物件を積極的に開発し、恒常的な収益基盤となるよう事業拡大に取り組んでまいりま

す。

(4）会社の対処すべき課題

 当社グループが対処すべき主な課題は次のとおりであり、経済情勢、市場動向、競合状況などの経営環境を勘案し

ながら、適切に対処してまいります。

① 人材育成

 当社グループにおいて最も重要な経営資源は「人」であり、サービス向上の原動力、他社との差別化の源泉とし

て、創業より「人間力」を最も大切にしてまいりました。今後とも、従来から力をいれております新卒採用の強化

に加え、社員教育や幹部人材の育成、独立支援制度の充実など、人材育成に積極的に取り組んでまいります。ま

た、パート・アルバイトスタッフにおいても、スキルアップ制度や福利厚生制度の充実に取り組んでまいります。

② 情報システムの活用

 事業規模の拡大に伴い、店舗数や社員数が大幅に増加しております。今後の成長を見据えて、社内における情報

共有の円滑化を図り、必要な情報をスピーディーに活用していくため、また、管理業務の効率化、省力化を図るた

め、情報システムの充実に取り組んでまいります。

③ 原価管理

 外食業界におきましては、原材料価格の高騰傾向が続いております。当社グループでは、最も店舗数の多い芋蔵

業態でのメニュー管理の統一、標準原価管理等を進めてまいりました。今後、芋蔵以外の業態におきましても、原

価管理手法の改善に取り組んでまいります。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当連結会計年度 

(平成27年２月28日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 708,393 749,852 

売掛金 267,947 381,352 

たな卸資産 80,205 95,504 

繰延税金資産 35,026 28,382 

その他 246,301 306,438 

貸倒引当金 △16,126 △10,864 

流動資産合計 1,321,747 1,550,665 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,004,053 3,284,808 

工具、器具及び備品（純額） 203,647 329,025 

土地 1,428,664 1,632,852 

リース資産（純額） 121,259 181,757 

建設仮勘定 190,650 20,713 

その他（純額） 7,300 3,946 

有形固定資産合計 4,955,575 5,453,103 

無形固定資産    

のれん 10,177 37,695 

リース資産 15,408 7,494 

その他 6,178 5,688 

無形固定資産合計 31,764 50,878 

投資その他の資産    

投資有価証券 8,220 8,230 

差入保証金 1,147,130 1,337,668 

繰延税金資産 44,892 43,218 

その他 205,859 217,620 

貸倒引当金 △17,776 △7,075 

投資その他の資産合計 1,388,325 1,599,661 

固定資産合計 6,375,666 7,103,644 

繰延資産    

株式交付費 5,136 2,853 

社債発行費 3,564 2,787 

繰延資産合計 8,701 5,641 

資産合計 7,706,114 8,659,951 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当連結会計年度 

(平成27年２月28日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 264,746 581,055 

1年内償還予定の社債 46,000 46,000 

1年内返済予定の長期借入金 818,402 963,227 

未払金 607,085 790,486 

リース債務 52,003 68,960 

未払法人税等 50,645 47,140 

未払消費税等 75,335 187,551 

預り金 98,641 89,828 

資産除去債務 3,356 5,127 

その他 117,788 103,320 

流動負債合計 2,134,004 2,882,699 

固定負債    

社債 184,000 138,000 

長期借入金 3,012,886 3,187,034 

リース債務 96,836 139,228 

資産除去債務 60,637 67,241 

その他 187,331 219,103 

固定負債合計 3,541,691 3,750,608 

負債合計 5,675,696 6,633,307 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,068,969 1,068,969 

資本剰余金 998,969 998,969 

利益剰余金 64,781 77,660 

自己株式 △76,000 △76,021 

株主資本合計 2,056,719 2,069,577 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △26,300 △46,371 

その他の包括利益累計額合計 △26,300 △46,371 

新株予約権 - 3,438 

純資産合計 2,030,418 2,026,643 

負債純資産合計 7,706,114 8,659,951 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

売上高 11,419,622 13,665,612 

売上原価 3,495,439 4,238,454 

売上総利益 7,924,183 9,427,158 

販売費及び一般管理費 7,987,664 9,359,565 

営業利益又は営業損失（△） △63,480 67,592 

営業外収益    

協賛金収入 69,245 76,631 

設備賃貸料 4,338 9,371 

為替差益 25,046 25,638 

その他 27,602 11,936 

営業外収益合計 126,232 123,577 

営業外費用    

支払利息 66,464 71,246 

賃貸費用 3,619 11,203 

持分法による投資損失 4,160 1,139 

その他 20,499 7,954 

営業外費用合計 94,743 91,543 

経常利益又は経常損失（△） △31,992 99,627 

特別利益    

固定資産売却益 － 7,320 

債務免除益 － 33,301 

特別利益合計 － 40,621 

特別損失    

店舗閉鎖損失 8,823 11,137 

減損損失 48,662 9,438 

貸倒引当金繰入額 10,700 － 

貸倒損失 － 21,834 

特別損失合計 68,186 42,410 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
△100,178 97,839 

法人税、住民税及び事業税 54,887 60,930 

法人税等調整額 △15,939 8,036 

法人税等合計 38,948 68,967 

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調

整前当期純損失（△） 
△139,126 28,872 

当期純利益又は当期純損失（△） △139,126 28,872 
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（連結包括利益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調

整前当期純損失（△） 
△139,126 28,872 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 △20,400 △20,070 

その他の包括利益合計 △20,400 △20,070 

包括利益 △159,527 8,801 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 △159,527 8,801 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日） 

              (単位：千円) 

  株主資本 その他の包括利益累計額 

新株予約権 純資産合計 
  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合

計 
為替換算調
整勘定 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 769,031 699,031 240,175 △76,000 1,632,238 △5,900 △5,900 － 1,626,338 

当期変動額                   

新株の発行 299,937 299,937     599,875       599,875 

剰余金の配当     △36,268   △36,268       △36,268 

当期純損失（△）     △139,126   △139,126       △139,126 

自己株式の取得                 － 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

          △20,400 △20,400   △20,400 

当期変動額合計 299,937 299,937 △175,394 － 424,480 △20,400 △20,400   404,079 

当期末残高 1,068,969 998,969 64,781 △76,000 2,056,719 △26,300 △26,300 － 2,030,418 

 

当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日） 

              (単位：千円) 

  株主資本 その他の包括利益累計額 

新株予約権 純資産合計 
  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合

計 
為替換算調
整勘定 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 1,068,969 998,969 64,781 △76,000 2,056,719 △26,300 △26,300 － 2,030,418 

当期変動額                   

新株の発行                 － 

剰余金の配当     △15,992   △15,992       △15,992 

当期純利益     28,872   28,872       28,872 

自己株式の取得       △21 △21       △21 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

          △20,070 △20,070 3,438 △16,632 

当期変動額合計     12,879 △21 12,857 △20,070 △20,070 3,438 △3,775 

当期末残高 1,068,969 998,969 77,660 △76,021 2,069,577 △46,371 △46,371 3,438 2,026,643 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△） 
△100,178 97,839 

減価償却費 769,518 834,484 

減損損失 48,662 9,438 

のれん償却額 1,550 8,698 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 16,176 △11,562 

受取利息及び受取配当金 △1,654 △1,374 

支払利息 66,464 71,246 

有形固定資産売却益 － △7,320 

為替差損益（△は益） △25,046 △25,638 

持分法による投資損益（△は益） 4,160 1,139 

貸倒損失 － 21,834 

債務免除益 － △33,301 

売上債権の増減額（△は増加） 16,573 △106,953 

たな卸資産の増減額（△は増加） △10,636 △8,431 

仕入債務の増減額（△は減少） △89,121 299,796 

未払金の増減額（△は減少） 23,010 284,941 

その他 76,344 △41,813 

小計 795,823 1,393,023 

利息及び配当金の受取額 1,654 1,344 

利息の支払額 △66,103 △68,430 

法人税等の支払額 △25,078 △78,147 

営業活動によるキャッシュ・フロー 706,295 1,247,789 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 － 60,286 

貸付けによる支出 △45,385 △6,935 

貸付金の回収による収入 2,333 8,020 

有形固定資産の取得による支出 △989,176 △1,274,158 

有形固定資産の売却による収入 － 110,883 

無形固定資産の取得による支出 △789 △4,143 

差入保証金の差入による支出 △112,475 △131,624 

差入保証金の回収による収入 25,320 16,472 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
5,446 4,186 

その他 795 7,079 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,113,931 △1,209,932 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △33,280 △698 

長期借入れによる収入 1,055,000 1,185,000 

長期借入金の返済による支出 △1,068,105 △998,793 

リース債務の返済による支出 △46,766 △63,013 

社債の発行による収入 230,000 － 

社債の発行による支出 △3,882 － 

社債の償還による支出 － △46,000 

株式の発行による収入 599,875 － 

株式の発行による支出 △6,849 － 

新株予約権の発行による収入 － 3,438 

自己株式の取得による支出 － △21 

配当金の支払額 △36,268 △15,992 

財務活動によるキャッシュ・フロー 689,723 63,918 

現金及び現金同等物に係る換算差額 188 △30 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 282,276 101,745 

現金及び現金同等物の期首残高 365,830 648,107 

現金及び現金同等物の期末残高 648,107 749,852 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

株式の取得により新たに連結子会社となった会社の資産および負債の主な内訳 

 当連結累計期間において、株式の取得によりサンクスマインド株式会社を連結子会社化したことに伴う連結

開始時の資産及び負債の内訳、並びに新規連結子会社株式の取得による収入との関係は次のとおりでありま

す。 

 

サンクスマインド株式会社            （平成26年３月１日現在） 

流動資産                         47,221千円 

固定資産                         181,355 

のれん                          36,969 

流動負債                        △58,656 

固定負債                        △206,889     

現金及び現金同等物                       4,186     

連結範囲の変更を伴う関係会社株式の取得による収入        4,186     
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（企業結合等関係）

取得による企業結合 

１．企業結合の概要 

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容 

被取得企業の名称    サンクスマインド株式会社 

事業の内容          飲食店の経営 他 

（2）企業結合を行った主な理由 

飲食事業及び弁当事業の取得により、飲食事業の規模の拡大と間接業務の一体的運用による効率化を図り、飲

食事業の競争力を一層高めるため、子会社化いたしました。 

（3）企業結合日 

平成26年３月１日 

（4）企業結合の法的形式 

現金を対価とする株式取得 

（5）結合後企業の名称 

結合後の企業名称に変更はありません。 

（6）取得した議決権比率 

企業結合直前に所有していた議決権比率      0％ 

企業結合日に追加取得した議決権比率      100％ 

取得後の議決権比率                      100％ 

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠 

飲食事業における既存店の立地特性及び間接業務の一体的運用による効率化が可能であるなど、総合的に勘案

した結果であります。 

 

２．連結財務諸表に含まれる取得した企業の業績の期間 

平成26年３月１日から平成27年２月28日まで 

 

３．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

（1）発生したのれんの金額 

36,969千円 

（2）発生原因 

取得原価が取得した資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったため、その超過額をのれんとして計

上しております。 

（3）償却方法及び償却期間 

５年間にわたる均等償却 

 

４．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

 

流動資産 47,221千円

固定資産 181,355

資産合計 228,577

流動負債 58,656

固定負債 206,889

負債合計 265,546
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

 当社グループは、居酒屋、レストランなどの飲食事業を中心に、ブライダル事業、不動産事業等の複数の事

業を営んでおり、その事業区分ごとに当社及び当社の連結子会社が単一もしくは複数の事業に従事する事業活

動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、事業別のセグメントから構成されており、「飲食事業」、「ブライダル事

業」及び「不動産事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「飲食事業」は、居酒屋、レストラン等での飲食サービスを提供しております。「ブライダル事業」は、挙

式・披露宴サービスを提供しております。「不動産事業」は不動産の賃貸・管理業務等を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の方

法と概ね同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

              （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注)１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

連結 
財務諸表 
計上額 
（注)３ 

  飲食 ブライダル 不動産 計 

売上高                

(1)外部顧客へ

の売上高 
9,987,260 961,073 187,246 11,135,580 284,042 11,419,622 － 11,419,622 

(2)セグメント

間の内部売上

高又は振替高 

101,854 － 1,389,929 1,491,784 521,386 2,013,170 △2,013,170 － 

計 10,089,115 961,073 1,577,175 12,627,364 805,428 13,432,792 △2,013,170 11,419,622 

セグメント利益

又は損失（△） 
315,477 61,747 124,535 501,759 61,071 562,831 △626,312 △63,480 

セグメント資産 2,336,755 372,495 3,980,008 6,689,259 286,645 6,975,905 730,209 7,706,114 

その他の項目                

減価償却費 598,382 78,287 72,997 749,667 1,088 750,756 18,762 769,518 

有形固定資

産及び無形

固定資産の

増加額 

955,903 2,885 272,244 1,231,033 9,682 1,240,715 12,981 1,253,696 

注）  １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告代理業や卸売業、有料職業

紹介業等を含んでおります。 

   ２．調整額の内容は以下のとおりであります。 

    （１）セグメント利益又は損失（△）の調整額△626,312千円は、セグメント間取引消去及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用であります。 

    （２）セグメント資産の調整額730,209千円は、全社資産であります。 

             全社資産の主なものは当社の余資運用資金及び管理部門に係る資産であります。 

    （３）減価償却費の調整額は、本社管理部門の資産に係るものであります。 

    （４）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額12,981千円は、主に管理部門に係る資産であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業損失と調整を行っております。 
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当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

              （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注)１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

連結 
財務諸表 
計上額 
（注)３ 

  飲食 ブライダル 不動産 計 

売上高                

(1)外部顧客へ

の売上高 
12,094,414 973,001 215,675 13,283,092 382,520 13,665,612 － 13,665,612 

(2)セグメント

間の内部売上

高又は振替高 

112,090 18 1,516,753 1,628,862 495,169 2,124,031 △2,124,031 － 

計 12,206,505 973,020 1,732,428 14,911,954 877,689 15,789,644 △2,124,031 13,665,612 

セグメント利益

又は損失（△） 
524,157 69,530 160,313 754,002 58,716 812,718 △745,125 67,592 

セグメント資産 2,997,463 314,114 4,440,684 7,752,263 381,713 8,133,976 525,974 8,659,951 

その他の項目                

減価償却費 667,905 60,227 81,181 809,314 2,652 811,966 21,003 832,970 

有形固定資

産及び無形

固定資産の

増加額 

973,391 21,502 571,483 1,566,377 2,325 1,568,702 8,221 1,576,923 

注）  １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告代理業や卸売業、有料職業

紹介業等を含んでおります。 

   ２．調整額の内容は以下のとおりであります。 

    （１）セグメント利益又は損失（△）の調整額△745,125千円は、セグメント間取引消去及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用であります。 

    （２）セグメント資産の調整額525,974千円は、全社資産であります。 

             全社資産の主なものは当社の余資運用資金及び管理部門に係る資産であります。 

    （３）減価償却費の調整額は、本社管理部門の資産に係るものであります。 

    （４）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額8,221千円は、主に管理部門に係る資産であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 
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【関連情報】 

前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しており

ます。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超える

ため、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

 外部顧客に対する売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載

を省略しております。

 

当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しており

ます。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超える

ため、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

 外部顧客に対する売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載

を省略しております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

            （単位：千円） 

  飲食 ブライダル 不動産 その他 全社・消去 合計 

減損損失 48,662 － － － － 48,662 

 

当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

            （単位：千円） 

  飲食 ブライダル 不動産 その他 全社・消去 合計 

減損損失 9,438 － － － － 9,438 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

          （単位：千円） 

  飲食 ブライダル 不動産 その他 全社・消去 合計 

当期償却額 1,550 － － － － 1,550 

当期末残高 10,177 － － － － 10,177 

 

当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日） 

          （単位：千円） 

  飲食 ブライダル 不動産 その他 全社・消去 合計 

当期償却額 8,698 － － － － 8,698 

当期末残高 37,695 － － － － 37,695 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
（自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日）

当連結会計年度
（自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日）

 
１株当たり純資産額 253円92銭

１株当たり当期純損失 18円40銭

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
  －

 

 
１株当たり純資産額 253円02銭

１株当たり当期純利益 3円61銭

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
3円59銭

 
（注）１. 当社は、平成25年９月１日付で普通株式１株につき普通株式200株の割合で株式分割を行っております。前連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額及び

潜在株式調整後１株当たり当期純利益を算定しております。

２. １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

（自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日）

当連結会計年度
（自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日）

１株当たり当期純利益又は当期純損失    

 当期純利益又は当期純損失（△）（千円） △139,126 28,872

 普通株主に帰属しない金額（千円） － －

 普通株式に係る当期純利益又は当期純損失

（△）（千円）
△139,126 28,872

 普通株式の期中平均株式数（株） 7,561,551 7,996,391

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益    

 当期純利益調整額（千円） － －

  普通株式増加数（株） － 37,566

 （うち新株予約権） － （37,566）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要

― ―
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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